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は非常に大きく、一斉指導は非効率的であっ

た。そのため、個別最適な学びの視点から、

このフラッシュカード遊びを、タブレットを

用い、各児童の進度で学ぶ必要があった。そ

の解決策の一手法として、Scra tch に投稿され

ていたプロジェクト、KAERU DAISESEI の

「音符の読み方」を利用することとした。

この「音符の読み方」というプロジェクト

（図１）は、音符が表示されてから４拍以内

（拍の音が鳴る）に答えのボタンをクリック

し、正解ならそれが得点１になるという機能

がある。このプロジェクトを活用して、筆者

は、全ての児童の読譜力を向上させる学習活

動を考えた。

2.研究の目的
五線上で音名を判別し器楽表現ができるこ

とを目指し、第３学年において、全ての児童

が読譜力を向上させられる学習活動を行う。

3.研究の方法
対象は、第３学年（97 人）とする。その方

法は、Scra tch プロジェクト「音符の読み方」

を活用した個別学習を、５回分の授業の開始

時より 10 分間行い、児童の読譜の伸長を見た。

児童には、授業ごと最もよくできた時の記

録をテンポと点数とで Forms で報告させた。

教師は、５回の活動の内、第３回から第５

回までの個々の児童の上達度を４段階に分類

した。

事後、児童に Forms による意識調査を行い、

この学習が楽しかったか、この学習が役に立

ったかを聞いた。

4.結果と考察
調査に有効な回答が得られた児童は全体の

61％（60人）であった。その内 86％（52人）

に五線上で音符を読むスキルの上達が確認で

きた。このことから、この Scra tch プロジェク

トは、全ての児童が読譜力を向上させるため

の教具として適していると考えられる。

「この学習は楽しかったか」の意識調査に、

97％（94 人）の児童が、「とても楽しかった」

または「楽しかった」と回答した。このこと

から、学習意欲の面から、このプロジェクト

は、全ての児童が読譜力を向上させるための

教具として適していると考えられる。

プロジェクト製作者の協力を得て、第３学

年に適切な音域への改編や、バグの修正を行

うことができた。プロジェクトの使用者（教

師）と製作者との連携は価値のあるものであ

った。

5.今後の課題
テンポと点数の報告を Forms への入力で行

ったが、調査に有効な回答が得られた児童は、

61％であった。今後は調査方法の検討が必要

である。また、個々の児童の上達度を教師が

４段階に分類した（児童によって設定したテ

ンポが異なるため）が、システムに学習分析

（ラーニングアナリティクス）機能があるこ

とが望ましい。

意識調査では 60％が「（音符が）読めるよう

になったと思う」と回答した。この数値を上

げる手立ての余地があると考えられる。

同様の実践を第４学年で行い、第３学年と

結果を比較したところ、上達の側面からも意

欲の側面からも第３学年の方が良い値となっ

た。つまり、学齢の低い段階の方が学習効果

が表れる可能性が示唆されるのではないか。

以上３つの課題が残った。今後の研究に生

かしたい。

教材「音符の読み方（ト音記号・リズムに乗

ってテスト編）小３向け」作 :KAERU 

DAISESEI
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体験談 「文献管理ソフト EndNoteを活用した論文作成」

Paper superintendence software "EndNote" practical use way
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放送大学 (The Open University of  Japan)
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私たちは論文を書くとき、自分のテーマに関

連する他の研究者らの研究の文脈について意

見が異なる場合でも共有して進めることが多

いと思います。関連する論文を広範囲に読んで

いくと、次第に自身の着眼点が見えてくること

がありますが、参考論文数が多くなるとその管

理方法を考えたくなります。文献管理ソフトは

参考文献となる論文を管理するソフトであり、

このソフトの使用により論文作成がスムーズ

になります。ここでは筆者が使っている文献管

理ソフト ”EndNote X8”1の活用例を体験的に述

べたいと思います。

論文作成のスタートにおいて、自身の研究に

関連する先行研究を J-STAGEや CiNii で検索し

て読み進めていくと、次第に自身の論文の題目

が見えてくることがあります。その過程でノー

トに記録することがあると思います。文献管理

ソフトを使うと論文のダウンロードと保存、論

文へのメモなどを一覧にまとめて管理できる

ため、執筆のストレスが軽減されます。

G-STAGE や CiNii から論文を download する

際、図１の画面が表示されます。”EndNote”を選

択すると、論文と書誌データが自分のパソコン

の ”EndNote”内にダウンロードされます。各論

文に対して自身のメモ書きができるので、文献

量が多くなると便利です。私は自身の論文に引

用したい部分を抜き出して ”EndNote”に保存し、

それに対する意見をメモしますが、この論文作

1 ユサコ株式会社
(USACO Corporation) https://www.usaco.co.jp

成支援ツールとしての機能は威力を発揮する

と感じています。また、Word との連携では図 2

のように Word 画面に ”EndNote”が示されるの

で、参考文献の書式も簡単に変更可能です。引

用論文は巻末の参考文献一覧に自動的に表示

されるため、管理の煩わしさが軽減されます。

書式も指定できるため、出稿先の学会が変わっ

ても、新たな書式に自動的に変換されます。

高価なソフトですが強力な機能が備わって

いると思います。また、機能は限定的ですが無

料版の EndNote basic もあるようです。

 

図 1  download（左:CiNii、右 :J-STAGE）

図  2  Word メニューに示された EndNote X8
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